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次世代データ共有プラットフォーム
CIM-LINKについて



従前

情報を一元的かつ複数の関係者で共有できるツール

事業管理には様々なツールで管理す
る必要があるが、様々なツールを利
用する必要があるため面倒…

ファイル共有

マップ

カレンダー

３次元モデル

メール

それぞれのツール間に連携はなく、
各ツールをそれぞれ利用しながら状況を判断

CIM-LINKについて

解決

ひとつのシステムで事業管理に必要なツールがあり
それぞれ連携して確認できる！

３次元モデルだけでなく、様々な情
報を一元的に管理が可能！クラウド
システムのためいつでもどこでも
システムにアクセスできる！



CIM-LINK（シムリンク）とは

3

メールのように使うだけで、
プロジェクト管理、情報共有がスムーズに実現。

これまでのやり方を変える必要はあり
ません。

シムリンクは、メールと同じように使
うだけで、煩雑になりがちなプロジェ
クト管理や情報共有を、よりスムーズ
に実現できるコラボレーション・プ
ラットフォームです。



CIM-LINKの特徴
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ファイルをアップロードするだけで3次元モデルをプレビュー。
モデルを見ながらのディスカッションが可能に。

モデリングしたファイル
をアップロードすれば、
自動的にプレビュー画面
を生成し、スムーズなプ
レビューが可能です。

これによって、例えば、
設計レビューをモデルを
見ながらシムリンク上で
進めるというような合意
形成プロセスも実現でき
ます。



想定しているニーズに対するシーズの活用（案）
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Ａ社フォーマット

Ｂ社フォーマット

Ｃ社フォーマット

ＰＣで閲覧

生データをそのまま利用

スマホ、タブレットで閲覧

CIM-LINKにビュアーが用意されているため、3次元データをアップロードするだけで、
利用者は簡単に3次元データを閲覧することが可能です。
また、同じ３次元データをスマホ、タブレットでも確認することが可能です。



画面イメージ
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クリックするとビュアーが立ち上がります

ファイルアップロード



どこからでもアクセス
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マルチデバイス、マルチプラットフォーム対応
スマホで３Ｄを見ることが可能です



CIM-LINKの特徴
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CAD図面をマップに重ね合わせ可能。
構造物の位置関係をふまえたディスカッションを。

CAD図面をKML形式に変換してアップロードする
だけで、マップ上にCAD図面を貼り込むことがで
きます。航空写真と合わせて利用すれば、周辺環
境を確認しながらのディスカッションが可能です。

構造物の位置関係を確認しながら、写真や図形
をプロットすることができます。
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現場導入による効果

日々の仕事のうち、実に 61％をメールの授受や打ち合わせなどの「仕事のための仕事」に
時間を割いています。これは 合意形成に必要な過程であるため、なくすことはできません
がムダが多いことも事実です。 最近ではクラウドベースのコミュニケーションツール・ス
トレージを利用してこの時間を短縮できるようになりました。

8割減少6割減少 4割減少



利用イメージ
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プロジェクトを複数作成すれば、
データ整理もメンバーのアクセス制限も自由自在。

プロジェクトA

プロジェクト横断で検索・表示

プロジェクトB プロジェクトC

メンバーA メンバーB メンバーCアクセス不可
（存在を知ることもできません）

メンバーは、参加しているプロジェクトとその関係者にしかアクセスすることができません。
これによって、どんなプロジェクトが存在して、誰が参加しているのかを部外者に知られることはありません。

アクセス可


